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～202６年5月期までに 「 年間79t 」 の CO2排出量削減を目指す～ 

 

株式会社コスモコーポレーション（代表取締役：堀井 徳人、以下「コスモコーポレーション」）と株式会

社エフピコ（代表取締役会長：佐藤 守正、以下「エフピコ」）は、この度、お店で回収した使用済み食品ト

レーを新しい食品トレーに生まれ変わらせ、再びお店で使用する水平リサイクル = 「ストア to ストア」 の

協業をさらに強化します。この取り組みを通じて、コスモコーポレーションとエフピコは持続可能な循環型社会

の推進に貢献していきます。  

 

＊水平リサイクル ： リサイクル前後で用途を変えずに資源を循環させるリサイクル方法 
 

エコストア協働宣言 ストア to ストアの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コスモコーポレーションとエフピコが 

   エコストア協働宣言エコ  

 使用済み食品トレーの回収拡大と 

「エコ製品」積極使用で循環型社会を推進 

 

 

 

 

 

 



1. エコ製品の積極的な使用を拡大！  

リサイクルされた「エコトレー」や「エコAPET」「エコOPET」といった環境に優しい「エコ製品」を、これまで以

上に積極的に使用することで、地球の貴重な資源を大切に活用し、CO2排出量の削減に貢献します。 

 

2. 使用済み食品トレーの回収拠点を拡大！  

現在、コスモコーポレーション全15店舗のうち、2店舗で使用済み食品トレーの回収を行っていますが、この

回収活動を順次、より多くの店舗へと広げていきます。これにより、地域の皆さまからさらに多くの資源を

回収し、リサイクルの輪を大きくしていくことを目指します。今回の「エコストア協働宣言」は、京都府内にお

いて、単独のスーパーマーケットとしては初めての取り組みとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●これまでの成果とこれからの目標  

エコ製品の使用により、2025年5月期に年間75tのCO2排出量を削減することができました。 

今後は、さらにこの取り組みを強化し、2026年5月期までに年間79t のCO2排出量削減を目指します。

これは、前期と比較して105.3%の削減目標となります。 

 

●今後の展望  

コスモコーポレーションとエフピコは、「お店がその地域のエコリーダー」となることを目指し、これからも地

域の皆さまと共に環境への負荷を減らし、リサイクル資源の有効活用を進めてまいります。お子様たちの未

来のためにも、持続可能な循環型社会の推進に貢献できるよう、店頭での情報発信や、地域を巻き込んだ楽

しいイベントなども検討し、皆さまと共に環境活動を盛り上げていきます。 

 

【ご参考】 

＜株式会社コスモコーポレーション＞ 

店 舗： 生鮮スーパー、新鮮激安市場！を京都府下（京都市・向日市・宇治市）に１３店舗運営、業務スーパー（FC）
を２店舗運営。 

本部事務所：  〒601-8452 
         京都市南区唐橋堂ノ前町23-1 洛南スクエアビル３F 
代 表 者：  代表取締役 堀井 徳人 
設 立：  1990年6月 
H P：  http://super-cosmocorp.jp 
 

＜株式会社エフピコ＞ 

 
所 在 地： 〒163-6036  東京都新宿区西新宿６丁目８番１号新宿オークタワー36 階 
代 表 者： 代表取締役会長  佐藤  守正／代表取締役社長  安田  和之 
設   立： 1962 年 7 月24日 
H P： https://www.fpco.jp/ 
 

以上 

http://super-cosmocorp.jp/
https://www.fpco.jp/

